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視覚情報（風景・景観）と人間の行動

樹木の存在と

滞座場所

(資)瀬戸口真朗：芝生広場における利用

者の滞座行動に関する考察，2006



賑わい（繁華）の演出

＊視線の交錯、視点の変化や、歩行速度の変化
づけ等がポイント （広場、階段等）
＊ただし、これらは年齢層によって手法が異なる

【凹型】：竹下通り 【凸型】：地蔵通り



本日の話の主題

温泉地とディズニーランドとは似ている

キーワード ： 遊楽空間の構成



遊楽空間の空間構成

＜遊楽空間の例＞ ＜要素＞

遊 廓 ：門、堀割、塀、屈曲路、植栽、建物、茶屋、

繁華通り

芝 居 町 ：水、門、茶屋（格）、繁華通り、幟や櫓、

俵など装飾物

テ－マパ－ク ：境界、商業施設、覆い、広場、ランドマ－ク

温 泉 地 ：共同湯、社寺、湯宿、街路・広場、

自然遊楽地、入口

茶庭・露地 ：待合、腰掛、門、飛石、蹲踞、植栽、手水鉢、

にじり口

神 社 ：鳥居、階段、灯篭、手水屋、玉砂利、店、樹林



伝えたいこと：話題

①温泉地はわが国の伝統的なリゾート(遊楽空間)
であり、各地の温泉地が、長期滞在を促すた

めの共通した空間的仕組みを有していた。

②近代において、その空間的仕組みは失われてい

き、滞在空間から立寄り観光地へ。

１．パブリックイメージ
・各地の温泉地の空間イメージは類似

２．温泉地の空間構成
・イメージアビリティの高い空間
・周辺の地形との同調性

３．温泉地空間構成の変遷

・湯治場→保養温泉地→温泉観光地



温泉（泉源）と温泉地

山中温泉縁起絵巻（1812）

野沢温泉麻釜



温泉地絵図

（描かれ方と空間認識）

＜江戸時代後期＞

＜大正昭和初期＞

(資)日本の温泉：
日本温泉協会監修



パブリック・イメージ

各地に残されている「温泉地絵図」

の描かれ方は類似している

（各々の温泉地の中で絵図が共通、

温泉地間でも描かれ方が類似 ）

パブリック・イメージ

上：熱海温泉（明治23年）

下：草津温泉（江戸期）



草津温泉

伊香保温泉 修善寺温泉



２．空間構成 ー 空間構成要素



①共同湯

山中温泉（惣湯）

城之崎温泉（一の湯）

修善寺温泉（独古の湯）



①共同湯
共同湯の分布タイプ

共同湯の立地

共同湯の分布



②社寺

熱海・湯前神社

社寺の分布



社寺の立地と空間スケール

下村（１９９２）



③街路



伊香保温泉の街路

伊香保石段街：シンボル・賑わい 伊香保裏路地：生活空間



街路の賑わいと湯宿の構造

野沢温泉



街路各種

別所温泉繁華街城之崎温泉繁華街

野沢温泉路地渋温泉旅館街



④周辺自然

伊香保温泉（T15）

草津温泉八景



温泉地空間・構造化の仕組み



２．空間構成 ー 周辺自然との同調

城之崎温泉と周辺自然

河川との同調
（上：銀山温泉，下：湯河原温泉）



周辺の地形･水系と社寺（方向性）



河川幅と
集落形成

山形県・銀山温泉 山形県・温海温泉

河川幅によって架橋状態が変わり、集落形成にも影響を与える
飯坂温泉
（福島県）



河川幅と集落形成 Ⅱ

静岡県・修善寺温泉：河川を挟んで家屋群と道とが向き合う



地形・水系との関係と空間構造



温泉地の空間構成とオリエンテーション

かつての温泉地は、空間の構造性が

はっきりした「別世界」を形成していた

（来訪者に認識させていた）

○明確な「中心」を有している

○「方向性」が明確である

○「領域」が明確で内外を意識させる

空間秩序の中での自らの位置づけを
容易に把握できる

容易にオリエンテーションでき、
落ち着くことができる

左図左図左図左図：：：：温泉地温泉地温泉地温泉地におけるにおけるにおけるにおける空間構成空間構成空間構成空間構成モデルモデルモデルモデル

下村彰男(1992)

「わが国における温泉地の空間構成に関する研究」



遊楽空間の構成」に関する基本的な考え方

＊遊楽空間（レクリエ－ション空間）は「心（情緒）的情報：
楽しさ・快適さ・くつろぎ等」の提供装置

＊遊楽空間は「異界性（別世界性）」を有することが必要

* この「異界性」が重要な資源

・遊廓、芝居町、温泉地など伝統的な遊楽空間は「異界
性」を強く有していた。神社や茶庭（露地）も同様。

・異界性を支えるため、その空間は「構造」を有していた。
現代のテ－マパ－クにも共通するものである。

・イメ－ジアビリティの高い空間：中心性・方向性・領域性
オリエンテーションの容易性 （居心地、落ち着き、くつろぎ）



異界性演出の考え方と装置



新吉原空間構成

境 界 ：おはぐろどぶ

いなり

階層性 ：遊女や序列

導入装置：五十間

繁華装置：仲の町



吉原細見図（Ⅱ）



東都繁栄の図（広重）

（資）江戸時代図誌

猿若町繁昌の図（広重）

芝居街の様子
（繁華の演出）



3．空間構成の変遷



構造化の仕組みの変遷傾向



近代における温泉地の変遷







熱海（弘化3年）







空間の性格の演出（繁華と静謐）

＊異界（別世界）の性格づけをどうするか

【繁華】 【静謐】



賑わい（繁華）の演出

＊視線の交錯、視点の変化や、歩行速度の変化

づけ等がポイント （広場、階段等）

＊ただし、これらは年齢層によって手法が異なる

【凹型】：竹下通り 【凸型】：地蔵通り





観光地・リゾートの景観計画



温泉地（開放系）

の空間構成



ディズニーランドの
空間構成と似ている


